
広報くろしお  №27　2008（平成20）年6月号潸

　
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
年

１
月
１７
日
に
発
生
し
た
兵
庫
県

南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
）
の
神
戸
市
の
犠
牲
者
を
対

象
と
し
て
、
兵
庫
県
監
察
医
が

行
っ
た
調
査
（
左
表
）
に
よ
る

と
、
犠
牲
者
３,
６
５
１
人
の

う
ち
、
倒
壊
し
た
建
物
の
が
れ

き
の
下
敷
き
や
倒
れ
て
き
た
家

具
が
原
因
で
窒
息
死
や
圧
死
さ

れ
た
方
は
３,
０
４
３
人
で
全

体
の
８３
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
倒
壊
以
外
の
原

因
で
亡
く
な
っ
た
方
も
４
６
６

人
で
１２
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
焼
死
さ
れ
た

方
の
中
に
は
、
が
れ
き
の
下
敷

と
な
り
、
逃
げ
た
り
助
け
出
さ

れ
た
り
で
き
ず
に
亡
く
な
っ
た

方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に

は
９０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
方
が
、

建
物
倒
壊
な
ど
が
原
因
で
亡
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
倒
壊
し
た
建
物
の
ほ
と

ん
ど
が
、
昭
和
５６
年
６
月
に
改

正
さ
れ
た
現
行
の
新
耐
震
基
準

に
合
致
し
て
い
な
い
、
旧
基
準

で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
南
海
地
震
に
備
え
、
自
分
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、

お
住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
性
能

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
、
必
要

が
あ
れ
ば
改
修
な
ど
の
検
討
を

行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
住
宅
の
耐
震

化
に
取
り
組
む
方
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
住
宅
が
地
震
に

対
し
て
ど
の
程
度
の
強
さ
が
あ

る
か
診
断
し
、
今
後
の
耐
震
化

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
の

事
業
で
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

・
１
９
８
１
（
昭
和
５６
）
年
５

月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

住
宅
で
、
階
数
が
３
階
以
下

の
も
の

・
在
来
軸
組
木
造
構
法
・
伝
統

構
法
で
建
て
ら
れ
た
も
の

・
賃
貸
住
宅
は
、
耐
震
診
断
に

つ
い
て
借
主
の
同
意
を
得
て

い
る
も
の

※
プ
レ
ハ
ブ
、ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、丸

太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

な
ど
の
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

個
人
負
担
金

　
３,
０
０
０
円

そ
の
他
注
意
事
項

・
診
断
に
は
立
会
い
（
２
〜
３

時
間
程
度
）
が
必
要
で
す
。

・
耐
震
診
断
の
結
果
に
よ
り
、

改
修
な
ど
を
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
町
が
行
う
耐
震
改
修
に
対
す

る
補
助
制
度
を
受
け
る
場
合

に
は
、
町
の
実
施
す
る
耐
震

診
断
を
受
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
込
受
付

　
６
月
〜
（
先
着
２０
件
）

　
耐
震
診
断
を
行
い
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
耐
震

改
修
の
設
計
を
行
う
た
め
の
費

用
や
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
額
（
上
限
）

・
耐
震
改
修
設
計
の
場
合

　
対
象
経
費
の
３
分
の
２

　（
上
限
２０
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事
の
場
合

　
上
限
６０
万
円

※
両
方
の
補
助
を
受
け
た
場
合

は
上
限
８０
万
円
で
す
。

申
込
受
付

　
６
月
〜
（
先
着
２
件
）

　
耐
震
診
断
を
受
け
、耐
震
性

が
確
認
さ
れ
た
住
宅
や
、耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
、耐
震
基
準

を
満
た
し
た
住
宅
は
地
震
保
険

が
割
引
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
震
改
修
工
事
を
行

っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
や
所
得
税
の
控
除
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
細
は
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
24

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

耐
震
診
断

〈
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
〉

耐
震
改
修
の
補
助

〈
耐
震
改
修
設
計
費
補
助
事
業
〉

〈
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
事
業
〉

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
総
合
支
所
】
総
務
課 

総
務
係
　
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

割　合人　数死　亡　原　因

83.30%3,043建物倒壊などによるもの

53.90%1,967窒息

12.40%452圧死

2.20%82外傷性ショック

3.40%124頭部損傷

1.50%55内臓損傷

1.70%63頸部損傷

8.20%300打撲・座滅傷

12.80%466建物倒壊以外の原因によるもの

12.20%444焼死・全身火傷（CO中毒含）

0.40%15臓器不全など

0.20%7衰弱・凍死

3.90%142そ　　の　　他

100.00%3,651合　　　　　計

出典：神戸市における検死統計（兵庫県監察医、平成7年）


